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1.要旨

我々は，浮消波堤はどのような条件下であれば津波を最大限に抑えられるかを調査した．実験の結果，消波

堤が最大の消波効果を生み出す条件は，消波堤の長さが波長の二分の一に近い，かつ，外部からの妨げとなる

エネルギーが少ないことであると分かった．

2.序論

津波の運動エネルギーを抑制する手段には防波堤,防潮林などが挙げられるが,それらはすべて地上でしか対

策できない．津波が地上に到達する以前に津波の運動エネルギーを抑えることができれば，海岸沿いの地域の

被害をより小さくすることができると考えた．我々は，海上で津波を抑える手段である浮消波堤に目をつけた.

そこでどのような条件下であれば，浮消波堤が最大限に波を抑えられるかについて調査した.

3.仮説

波は，その波長の 2 分の 1 の長さの浮消波堤によって最大限に抑えられるだろう．

4.材料と方法

＜準備物

アクリル板，スチロール板，アクリル補材，津波再現装置，アクリルものさし，スマートフォン

＜実験方法＞

1, 消波堤(３連結位相板)の模型を作成．（直方体型と柵型の２種類）

柵型の作成の目的は，実験に使用する水槽の側面と消波堤の間に働く表面張力を抑えるためである．

2,津波再現装置で起こす波の波長を計測．

3,直方体型の消波堤を津波再現装置と繋ぎ，波が消波堤の通過する前と通過する後の位置にアクリルものさし

を設置する．このとき，消波堤通過前の波の位相差をＨ，通過後の波の位相差をｈとする．

4,波を発生させ，スマートフォンで動画を撮影する．

5,「4」を５回繰り返し行い，ｈ/Ｈの平均値を計測．

6,消波堤の長さを変え再度再現装置に繋ぎ，再び「4」「5」を行う．

7,「3」～「6」の実験を柵型の消波堤で同様に行う．

5.結果
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